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本資料の位置づけ

私どもGDBLは、この場の皆さまと同様、電力データの利用を検討する者の立場です。

資源エネルギー庁が事務局となる「電力データ活用の在り方検討会（本検討会）」において認定協会設立検討

の前提条件を整理いただいた後、この整理を踏まえ、データ利用者が主体となって、認定協会設立準備ＷＧ（仮

称）を立ち上げ、協会設立の検討を進める必要があります。

本資料は、データ利用者の立場でどのようなことを検討すべきかについて、たたき台となる案をご提示するものであり、

本資料の記載内容は決定事項ではありません。
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具体的な検討の進め方（案）

本年３月～5月に開催された「総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 持続可能な電力システム構築小

委員会（第9回～第11回）」において、認定協会の費用負担の在り方については「受益者負担（情報提供先の

負担）を原則」とする旨が整理され、この整理のもと、先般、勉強会が２回実施されたところ。

電力データ活用の在り方検討会（本検討会）では、認定協会の設立検討に必要となる前提条件の整理を進め

ていただくが、実際に協会を設立する主体は、費用を負担するデータ利用者とデータ提供者である一般送配電事業

者となる。従い、認定協会の設立自体は民間で検討を進める必要があると思料。

そこで、本検討会における整理の進展に応じ、具体的な利用意向を有する有志を募り、データ提供者にも参加い

ただく形で「認定協会設立準備WG（仮称）」を組成し、検討を進めることをご提案させていただきたい。

＜役割分担＞

国

法整備・制度設計
認定要件の整理

データ提供者 データ利用者

データ提供/TSOシステム整備 データ利用/協会システム整備
費用負担（拠出金･会費･利用料）

認定協会設立、認定の申請認定

2021.6.30検討会
資料再掲
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準備WGのスケジュール（来年4月スタート想定・案）

データ利用を検討されている各社においては、個データまたは統計データをどのように、どの程度の量を使いたいのか、

できるだけ具体的な検討を進めていただき、その内容を本検討会にて集約して、認定協会のシステムや体制、必要コ

ストなどの算定諸元とする必要がある。

また、利用料金をどう設定するか、基金拠出者のインセンティブをどうするか、といったテーマについても検討し、収支

の見通しを整理したうえで、最終的にはデータ利用者における協会参画の是非（基金拠出の是非を含む）をご判

断いただく流れになるものと想定。

仮に、法施行される4月に認定申請を行うとなれば、契約や出資にかかる調整期間を考慮すると、遅くとも年内に

は協会の事業性評価と基金拠出予定者の関心表明が揃う必要あり、かなりタイトなスケジュールとなる見通し。

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

国 検討会

TSO
システム基
本設計

データ
利用者

意向調査

事業性検討

連携
事業性評価
関心表明

契約・出資
検討

協会設立 認定申請

システム開発 ～23.4

認定協会設立準備WG ～22.3 システム開発 ～23.4
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本日のご相談事項

１ 認定協会設立検討においては、具体的な利用計画を共有いただいたうえで、コストの試算や負担額の協議が

不可欠と考えられる

例えば、③・Cの意向を有する、準備WG参加希望者間でNDAを締結し将来に向けた具体的な利用計画を

検討諸元として共有することの受容性は如何か

２ 準備WGの参加にあたり、各社において必要な手続きや準備が必要となることも考えられるが、9月より準備WG

をスタートさせることは可能か

その他、追加の論点、課題などあれば適宜コメント・ご発言をお願いします。


